
　福井照内閣府特命担当大臣（沖縄及び北方対策）が関係団体等との要望・懇談会及び元島民等との意見交換会出席のため、

　根室管内を訪問しました。

　２４日（土）に福井大臣は、羅臼国後展望塔から国後島を視察されたほか、羅臼ビジターセンター、標津サーモン科学館を
訪問しました。
　翌２５日（日）には、納沙布岬から貝殻島、水晶島を視察された後、北方四島交流センターで関係団体等との要望・懇談会、
元島民等との意見交換会を行いました。
　大臣は懇談会の中で、「近くて遠い北方領土返還問題を１日でも早く解決するため、特に若者に固有の領土であるという認
識を１人でも多く持たせなければならない。そして、一人一人の心の中により深く広めなければならない。」と述べられました。

[ 羅臼国後展望塔で元島民等から歓迎を受ける ]

[ 納沙布岬で北方領土を視察 ]

[ 元島民等との意見交換会で発言する脇理事長

[ 羅臼ビジターセンターで剥製、標本等を視察 ]

　　　　　【各施設視察の様子】

[ 標津サーモン科学館でチョウザメ等を視察 ]

○福井照内閣府特命担当大臣（沖縄及び北方対策）根室管内訪問（平成３０年３月２４日～２５日）

[
関係団体等との要望・懇談会で発言する福井大臣

（北方四島交流センター　ニ・ホ・ロ） ] ]


